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1．はじめに

　色名は、い うまで もなく色を表示す るた め の もっ とも

一般的な方法であ る 。 しか し、とりわけ伝統色名あるい

は慣用色名と称される色名は 、 単なる表示記号 として の

意味以外に、さま ざまな要因が関与 して形成 される 。 た

とえば図 1は、Maerz　and 　Paul の色名辞典に収録され

て い る約 4500 の 色名を 、 同書記載の成立年代に したが

っ て集計 した結果である 1）
e 時代とともに新色名の誕生数

が増加 して い る様、とりわけ人造染料の 発明以降新色名

が急増して い る様が うかがえる 。 色名は、こ の よ うに
一

方では技術革新やそれに ともな う色域の拡大によ っ て規

定される で あろ う。 けれ ども、他方では Berlm　and 　Kay

の 指摘した基本色彩語彙の よ うに 、 人類普遍の そ して お

そ らく脳神経科学的な支配の もとに 、 形成 される色カテ

ゴ リーの側面もある。そ して、この両者の 問にあっ て 、

文化的 ・言語的な影響の もとに、多数の 色名が誕生 し、

普及 してきた とい っ て よい
。

　そ こ で 、 本研究で は、6 点の 色名集をとりあげて、そ

れ らの 間で の 色名分布の 異同を考察 した 。

婚

己

掘d繊 飆 甑 難
，ξ偲 　　　　ie：“

’
　　　 ；w ：’

“从瓠黷◎．

図 lMaerz 　and 　Paulにおける新色名の発生率（％）

2。　 賀料と方法

2− 1 対象資料

1）Maerz ，
Aand 　Paul，

　M ．Rea．　ADiCtionary　of　Colon

匚 ＝＝ ＝ ：＝ ＝：＝ ＝＝ ＝＝＝］ “

（1930）　＜4583言吾＞

2）Ridgway ，
R ．　Color　Standards　and 　Color　Nomencla

t−ure ，　（1912）　＜ 1643 言吾＞

3）長崎　盛輝 　日本の 傳統色　京都書院 （1996）

＜ 225 語 ＞

4）天野　節　色名綜覧　錦光出版 （1980）＜ 516語 ＞

5）JIS　Z　8102・2001 物体色の色名　く慣用色名の うち

「金」 「銀亅 を除 く和色名 145語＞

6）湊　幸衛 （監）中国色名綜覧　カラープ ラ ン ニ ン グセ

ン タ
ー

（1979）＜ 632語 ＞

2− 2 分析方法

　上記 6資料収録の色名を、
い わゆる ISCC・NBS 系統

色名法 2）の 合計 267分類に よっ て集計 した 。 なお、上記

資料 1）および資料 2）は、引用文献 2）に色名 が分類

収録されて い るの で、その頻度を集計した。資料 3 ）〜

資料 6 ）は、それぞれに記載されて い るマ ン セ ル 記号に

よっ て分類した。
こ の系統色名法で は、基本的にはoolor

na 皿 es と modifiers との マ トリッ クス によ っ て 、
マ ン セ

ル 色立体を 267分割 して い るが、こ こ では便宜的に前者

を色相 、 後者を ト
ーン と称する こ とにする 。 以下で は、

色名集ごとに色相 ・トーン別に頻度を集計したデータを

と6あげる 。 ただ、その 場合、全色名集 とも出現率 2，0％

未満 （殆 どは 1％未満〉の カテ ゴ リーは隣接するカテ ゴ

リ
ー

に含めた。

3，　 結果と考襲

　以下、色相ごと ト
ー

ン ごとに色名数を集計 した結果を

中心 に述べ る。

3− 1 色名集間の関係

　 ト
ー

ン ごとの 色名出現率に つ い て、色名集間の相関関

係を求める と、 殆 どが 08 以上で あり、もっ とも係数の

低い JISと Ridgway 間でも O．69で ある 。 色相につ い て

は表 1 に示 したよ うに、最高で 、．79，最低は、．39である。

ちなみ に、因子分析を行 っ てみ る と、回転前の 第 1 因子

の 寄与率は、 トーン の 場合 88 、 色相で は ．66 であ り、

い ずれも第 2因子の 固有値は 1．0 を下廻 っ て い る。した
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表 1 色名集間で の 色名 出現率の相関 （色相）及び ノーネーム カテ ゴ リ
ー
率

M＆P Ridgway JIS 1 17 、

M ＆P 1．00
Rid　 a ．39 1．00
JlS ．65 ．52 1．00

傳統色名 ．71 ．48 ．73 tOO
色名綜 ．72 ．70 ．77 79 1．00
中国色名 ．50 ．55 ．51 フ0 73 tOO

名 4583 1643 145 225 516 632
ノーネームカ

テゴリ
ー率

18．4 19」 52．4 42．7 22．1 33，7

が っ て 、 色立体内で の 色名の 出現傾向には、巨視的にみ

れば言語や文化の 差を超えた共通性があるとい えそ うで

ある。 しか し、あえて文化な り色名集な りに固有の 特徴

を求めれば、 卜一ン よりも色相に現れやすい
、 とみ られ

る。

3− 2 色名分布の特戳

　 ト
ー

ン ごとの 出現率をみる と、moderate
，
　lightの 2 卜

一ン が高く、併せ ると 30％を超える （最高 38．14％、最

低 31．74％）。 さらに これ に grayish トーン を加 える と

5】．．63％〜41．67％を占めて い る。つ まり、色名は 中明度

で 中彩度以下 の色域にお い て密で ある、とい える。
こ う

した現象をもた らした背景の ひ とつ としては、多 くの い

わゆる伝統色名が誕生 した時代に は人工的に発色される

色域が狭 く、今日 か らみれば 中彩度の色が多か っ た点が

あげられ るの で はなかろ うか 。 い まひ とつ の 背景 として

は、高彩度色の場合、赤、黄、緑… … とい っ たい わゆ

る基本色名の
一
般 性が高 く、こ の 色域には多様な色名を

必要 としなか っ た とも推測される 。

　なお 、各色名集ごとに、267カテ ゴ リ
ー

中色名が存在

しない カテ ゴ リー数を求め ると、表 1 に併記 したとお り

である。今回の 調査では、収録色名数が比較的多い色名

集を とりあげた わ けで あるが 、それで もこ の よ うに ノ

ー ・ネーム ・ラン ドがかな り存在 して い る事実は 、 慣用

される色名に よる色彩表示の 限界をうかがわせ る 。

3− 3 各色名集の特徴

（1）Maerz　and 　Paul と Ridgway 。 色相別の色名出現

率では、両者の 相関係数は、39 と今回 の分析中もっ と

も低回 直であ る。 その 原因は、Maerz　and 　PaUlが Brown

や Red 系な ど暖色系を多く収録 して い るの に対 して 、

Ridgway が Blue、　Violet、　 Purpleな どを多く収録 して

い る点に ある。同 じ英語圏で あ りなが ら、こ の よ うに か

なり大きい 差がみ られる点は、色名集の 個性 とい うべ き

で あ ろ う。 今 回 と りあげた 6 色名 集 の うち で は 、

Ndgway がむ しろ異質で ある。

（2）傳統色名 と色名綜覧 相対的にみれば色名綜覧が

Blue〜Purple〜Pink〜Red 系を多く収録して い るの に

対して 、 傳統色名は Brown，　reddish 　Orangeを多く収録

して い る。 また傳統色名が light、　mOderate 、
　grayish

など中明度低彩度に比重があるの に くらべ て、色名綜覧

は vivid 、　 strong、　deep、　paleな どが多い 。

（3）JIS。 他 の 色名集に くらべ て 、　ViVid、　strong
、
　deep

の採用 率が高く、grayishの採用率が低い。　 JISは 2001

年に見直され、色名数も増加 して い る 。 あるい は、現代
の 高彩度化の 反映で あるか も知れない

。 また 、 個々 の 色

名にマ ン セ ル 記号をあ て はめ る段階での 見解の 特徴が 影

響して い る可能腔につ い て も検討すべ きか も知れない
。

（4）中国色名綜覧 他 の 色名集に くらべ て 、Pink系お

よび Green系、　White、　Gray系が多 く、Brown 系が少

ない
。 ト

ー
ン では 、brWant 　lightなど明るい トーンが

多く、moderate
，
　dark

，
　dark　grayishなど暗い トー ン が

少ない
。

4，まとめ

　6 種類の 比較的収録色名数の 多い 色名集における色名

分布の特徴を、ISCC− NBS 系統色名によ っ て比較した 。

その結果、色名の 出現傾向には 日 ・英 ・中の 言語 ・ 文化

差を超えた 、 かなり高い 共通性が認 められた。特に トー

ン 別 の 出現傾向は 、 高い
一
致度を示 した 。 色の コ

ー ド化

ある い は カテ ゴ リ
ー

化には、文化差を超 えた普遍性が あ

るよ うで ある。 ただ詳細に比較す ると、文化 ある い は色

名集による差異は、 トーン よ りも色相に現れ る 。
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